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1.はじめに

4 月 9日に発生した島根県西部地震において、出雲市の山間部の道路に 2角の大型の石が

落下する事例が発生した。そしてその石が落下する過程で木に何度か衝突し、なぎ倒してい

たことも分かった。今回の作業の目的は石の落下経路と木への衝突の状況を 3 次元的に捉

えるために 3 次元計測システム「OWL(アウル)」(以下 OWL)を使用して、点群データを作成

し、そのデータをもとに石の落下経路の判別を行うことである。 

1-1 OWL とは 

 写真-1 に示すようにポールの上部にあるスキャナ

から赤外線レーザを照射し、周囲の空間の距離と角度

情報を取得し、3 次元座標(XYZ)を取得する機器であ

る。取得されたデータは点の集まりという意味で「点

群データ」と呼ばれる。ポールを移動しながら点群デ

ータを取得し、それをソフト上で合成していくという

のが OWL の特徴である。 

同じような機器は他にもあるが、今回は、 

①現地が急傾斜であること

②基準点を設置する必要がないこと  写真-1 OWL 観測風景 

③観測時間が短いこと

を理由として、OWL を使用した。 

2.検討の流れ

以下の流れで作業を行った。

(1)現地踏査や地形図などから概略の落石経路を特定し、点群データの取得範囲を決定した。

(作業者：齋藤、永海)(図-1) 

図-1 概略の落石経路範囲 

(出典:https://www.owl-sys.com/) 



(2)OWL で現地を約 60 箇所計測しそれぞれの点群データを取得した。(作業者：永海、目次、

杉谷、渡部一)(写真-2、図-2) 

  
写真-2 落石源写真          図-2 落石源点群データ 

(3)60 箇所の計測データを連結し、1つの点群データとした。(作業者：那須) 

(4)点群データのフィルタリングを行った。(作業者：杉谷) 

 今回の作業では地表面と落石・倒木の判別を行うので、地表面と推定される箇所から 2m

より高い場所の点群をカットした。 

(5)点群データをオルソ画像化し、CAD で編集できるようにした。(作業者：杉谷) 

(6)現地の写真、動画を参照、点群データで形状を確認しながら落石と倒木の位置を特定し、

それを CAD でプロットした。(作業者：杉谷)(図-3 次ページ参照) 

 

3.検討結果 

 図-3 は、作成したオルソ画像に落石位置・倒木位置を記載したものである。作成図と現

地踏査の結果から落下経路を想定し、矢印で記載した。 

 

4.おわりに 

 OWL で点群データを連結する際に、いくつか課題が見つかった。 

①下草があると点群が取得しにくくなるので、下草の伐採が必要となる。 

②地形が複雑な場合、点群データの連結が難しくなる。 

・斜面上の落石や倒木を確認する際の課題。 

①木のはぎ取り(フィルタリング)を今回は 2mで行ったが、その高さを現地状況に合わせて

検討する必要がある。 

②図-3 のオルソ画像のみでは落石や倒木の判別が難しいので、点群データを立体的に見な

がら、位置確定をする必要がある。 

・今後、行いたい作業 

点群データから地表面形状をポリゴン化し、3D 空間に落石や倒木をプロットするように

したい。そうすることで、現地に行かなくてもパソコン画面上で、落石の落下経路や落下時

の木の影響がわかりやすくなると考える。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 落石・倒木位置プロット図、拡大図 


